

















































































































































小野ら (2004) において、曽余白は、「学校経営研究における臨床的アプローチは、(1 )現場
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大林正史:学校経営学における「臨床的研究j の動向






















































近年では、臨床的アプロー チや「学校系:lii織開発研究j とし 1った研究方法の議論を離れて、コン
サノレテーションの在り方に関する研究も行われている。それが水本らの f学校経営に関わるコン
サノレテーションのニーズ・手法・理論に関する研究jである。水本 (2009: 1) は、臨床的アフ。ロ
ーチについて、「小野ほか編 (2004)は研究者による学校経営実践の様々な関わりを検討している
が、学校経営研究の方法論へと議論を収数させているため、コンサルテーションの理論と手法の
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